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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マトリクス状に配置され各々がトランジスタを含む複数の画素と、
　同一行に並ぶ該トランジスタのゲート端に共通に接続される複数のゲートバスラインと
、
　同一列に並ぶ該トランジスタのチャネルの一端に共通に接続される複数のデータバスラ
インと、
　該複数のゲートバスラインを順次駆動するゲートドライバと、
　該複数のゲートバスラインの順次駆動を開始するタイミング信号を該ゲートドライバに
供給してから所定の期間内は該タイミング信号をマスクするタイミング制御回路
を含み、
　該タイミング制御回路は、該順次駆動される複数のゲートバスラインの数により規定し
た第１の期間と固定のパラメータに応じて所定の時間経過を計時する回路により規定した
第２の期間との何れか一方の期間内であれば該タイミング信号をマスクする
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　該タイミング制御回路は、
　該複数のゲートバスラインの順次駆動に対応する同期信号をカウントするカウンタと、
　該カウンタのカウンタ値に応じて前記第１の期間を設定する回路
を含むことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
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【請求項３】
　該第２の期間は一画面分の該複数のゲートバスラインを駆動する時間の半分以上に相当
することを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　該所定の時間経過を計時する回路はワンショットマルチバイブレータであることを特徴
とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　マトリクス状に配置され各々がトランジスタを含む複数の画素と、同一行に並ぶ該トラ
ンジスタのゲート端に共通に接続される複数のゲートバスラインと、同一列に並ぶ該トラ
ンジスタのチャネルの一端に共通に接続される複数のデータバスラインと、該複数のゲー
トバスラインを順次駆動するゲートドライバを含む液晶表示装置において誤動作を防止す
る方法であって、
　該複数のゲートバスラインの順次駆動を開始するタイミング信号を該ゲートドライバに
供給し、
　該タイミング信号を供給してから所定の期間内は該タイミング信号をマスクする
各段階を含み、
　該タイミング信号をマスクする段階は、該順次駆動される複数のゲートバスラインの数
により規定した第１の期間と固定のパラメータに応じて所定の時間経過を計時する回路に
より規定した第２の期間との何れか一方の期間内であれば該タイミング信号をマスクする
　ことを特徴とする液晶表示装置における誤動作防止方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に液晶表示装置に関し、詳しくはアクティブマトリクス型液晶表示装置
のゲートドライバ駆動方式に関する発明である。
【背景技術】
【０００２】
　アクティブマトリクス型の液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌ
ａｙ：ＬＣＤ）では、スイッチング素子として機能する薄膜トランジスタを含む画素が縦
横に配置され、横方向に延びるゲートバスラインが各画素のトランジスタのゲートに接続
され、縦方向に延びるデータバスラインがトランジスタを介して各画素の画素電極（コン
デンサ）に接続される。液晶パネルにデータ表示する際には、ゲートドライバによりゲー
トバスラインを１ラインずつ順次駆動して１ライン分のトランジスタを導通状態にし、導
通されたトランジスタを介して、データドライバから各画素に横１ライン分のデータを書
き込む。
【０００３】
　図１は、従来の液晶表示装置の構成を示す図である。
【０００４】
　図１の液晶表示装置は、ＬＣＤパネル１０、制御回路１１、ゲートドライバ１２、デー
タドライバ１３、インバータ回路１４、及びバックライト１５を含む。ＬＣＤパネル１０
には、トランジスタＴｒを含む画素が縦横に配置される。ゲートドライバ１２から横方向
に延びるゲートバスラインＧＬが各画素のトランジスタＴｒのゲートに接続され、データ
ドライバ１３から縦方向に延びるデータバスラインＤＬがトランジスタＴｒを介して画素
電極に画素データを書き込む。
【０００５】
　制御回路１１のＩＦ信号制御回路１１ａは、入力信号としてクロック信号、表示データ
、及び表示位置のタイミングを示す表示イネーブル信号等を受け取る。制御回路１１のタ
イミングコントローラ１１ｂは、表示イネーブル信号の立ち上がりを開始位置としてクロ
ック信号のクロックパルスを数えることにより水平位置のタイミングを決定し、各種制御
信号を生成する。また更に、タイミングコントローラ１１ｂは、表示イネーブル信号の数
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をカウントすることにより垂直位置のタイミングを決定し、各種制御信号を生成する。ま
た、表示イネーブル信号のＬＯＷ期間が一定のクロックパルス数以上継続する位置を検出
することで、各フレームの先頭の位置を検出することができる。
【０００６】
　タイミングコントローラ１１ｂからゲートドライバ１２に供給される制御信号は、ゲー
トクロック信号及びゲートスタートパルス信号等を含む。ゲートクロック信号は同期信号
であり、この信号の立ち上がりに同期して、駆動するゲートバスラインを１ラインずつシ
フトさせる。即ち、ゲートがオンになる横方向１ライン分のトランジスタを、ゲートクロ
ック信号の立ち上がりに同期して１ラインずつ縦方向にシフトさせる。ゲートスタートパ
ルス信号は、先頭のゲートバスラインを駆動するタイミングを指定する同期信号であり、
フレームの開始タイミングに相当する。即ち、このゲートスタートパルス信号で指定した
タイミングで画面先頭のゲートバスライン（横方向１ライン）を選択して表示データを書
き込み、ゲートクロック信号に同期して表示データを書き込むラインを順次縦方向に走査
していく。
【０００７】
　タイミングコントローラ１１ｂからデータドライバ１３に供給される制御信号は、ドッ
トクロック信号、データスタート信号、及びラッチパルス等を含む。ドットクロック信号
はクロックパルスであり、その立ち上がりに同期して表示データがデータドライバ１３内
部のレジスタに取り込まれる。データスタート信号は、データドライバ１３内部の複数の
ドライバ回路１３ａそれぞれが表示する分の表示データについて、その開始位置を示す信
号である。このデータスタート信号のタイミングを開始点として、それぞれのレジスタが
、個々の画素に対応する表示データをドットクロック信号により順次取り込んでいく。ラ
ッチパルスは、レジスタに取り込まれた表示データを内部ラッチにラッチするタイミング
を指示する信号である。ラッチされた表示データ信号はＤＡコンバータによりアナログ階
調信号に変換され、このアナログ階調信号が、データバスライン駆動信号としてデータバ
スラインＤＬに出力される。
【０００８】
　制御回路１１のＤＣ／ＤＣコンバータ１１ｃは、直流電源電圧を異なるレベルの直流電
圧に変換して、変換後の電圧を各回路部分に供給する。制御回路１１のバイアス電源回路
１１ｄは、高精度の電圧トラッキング機能を備えた電源回路であり、ＬＣＤパネル１０の
駆動レベルを決めるバイアス電源電圧をゲートドライバ１２及びデータドライバ１３に供
給する。インバータ回路１４は、直流電源電圧に基づいて冷陰極管を点灯するための高電
圧を生成し、バックライト１５に供給する。バックライト１５は、ＬＣＤパネル１０に背
面から光を照射する。
【特許文献１】特開平５－２６４９６２号公報
【特許文献２】特開２００２－３５８０５１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上記説明した各種の信号がノイズ等により劣化すると、致命的な誤動作の原因となる可
能性がある。例えば、液晶表示の解像度等を切り替える等の設定変更を行う場合、動作が
異常状態となり、表示データ信号、同期信号、制御信号等に異常が発生することがある。
【００１０】
　例えば、先頭のゲートバスラインをオンさせるタイミングを指定する同期信号であるゲ
ートスタートパルス信号は、１フレーム表示する期間に一回だけゲートドライバ１２に供
給される信号である。しかし液晶表示の設定変更動作等により異常が発生した場合、１フ
レーム表示期間内に複数のゲートスタートパルス信号が発生したり、ゲートスタートパル
ス信号のパルス幅が複数の水平ラインにまたがるほどに異常に広くなったりすることがあ
る。
【００１１】
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　このように複数のゲートスタートパルス信号が発生したりそのパルス幅が異常に広くな
ったりすると、ＬＣＤパネル１０において書き込み対象となるゲートバスラインが複数と
なり、ＬＣＤパネル１０への表示データの書き込み電力が増大する。これによりＤＣ／Ｄ
Ｃコンバータ１１ｃ等の電源回路の負荷が大きくなりシャットダウンしたり、ゲートドラ
イバ１２に過剰な電流が流れて回路が破損したりする可能性がある。
【００１２】
　以上を鑑みて、本発明は、ゲートスタートパルスに異常が発生した場合に電源及び回路
が過負荷状態となることを防止した液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明による液晶表示装置は、マトリクス状に配置され各々がトランジスタを含む複数
の画素と、同一行に並ぶ該トランジスタのゲート端に共通に接続される複数のゲートバス
ラインと、同一列に並ぶ該トランジスタのチャネルの一端に共通に接続される複数のデー
タバスラインと、該複数のゲートバスラインを順次駆動するゲートドライバと、該複数の
ゲートバスラインの順次駆動を開始するタイミング信号を該ゲートドライバに供給してか
ら所定の期間内は該タイミング信号をマスクするタイミング制御回路を含み、該タイミン
グ制御回路は、該順次駆動される複数のゲートバスラインの数により規定した第１の期間
と固定のパラメータに応じて所定の時間経過を計時する回路により規定した第２の期間と
の何れか一方の期間内であれば該タイミング信号をマスクすることを特徴とする。
【００１４】
　また本発明による液晶表示装置における誤動作防止方法は、マトリクス状に配置され各
々がトランジスタを含む複数の画素と、同一行に並ぶ該トランジスタのゲート端に共通に
接続される複数のゲートバスラインと、同一列に並ぶ該トランジスタのチャネルの一端に
共通に接続される複数のデータバスラインと、該複数のゲートバスラインを順次駆動する
ゲートドライバを含む液晶表示装置において、該複数のゲートバスラインの順次駆動を開
始するタイミング信号を該ゲートドライバに供給し、該タイミング信号を供給してから所
定の期間内は該タイミング信号をマスクする各段階を含み、該タイミング信号をマスクす
る段階は、該順次駆動される複数のゲートバスラインの数により規定した第１の期間と固
定のパラメータに応じて所定の時間経過を計時する回路により規定した第２の期間との何
れか一方の期間内であれば該タイミング信号をマスクすることを特徴とする。
 
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の少なくとも１つの実施例によれば、複数のゲートバスラインの順次駆動を開始
するタイミング信号であるゲートスタートパルス信号をゲートドライバに供給すると、そ
れから所定の期間内はゲートスタートパルス信号をマスクするので、異常により次のゲー
トスタートパルス信号が生成されても、異常なゲートスタートパルス信号がゲートドライ
バに供給されることはない。従って、一画面表示期間内で複数のゲートスタートパルス信
号が発生しても、例えば一画面１つのゲートスタートパルス信号をゲートドライバに供給
することができる。またゲートスタートパルス信号のパルス幅が変化しても、所定のタイ
ミングでマスク処理を開始することにより、ゲートスタートパルス信号を固定のパルス幅
に整形することができる。これにより、ゲートスタートパルスに異常が発生した場合に、
電源及び回路が過負荷状態となることを防止することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下に本発明の実施例を添付の図面を用いて詳細に説明する。
【００１７】
　図２は、本発明によるゲートスタートパルス制御回路の第１の実施例の構成の一例を示
す図である。図２のゲートスタートパルス制御回路２０は、Ｄフリップフロップ２１及び
２２、アンドゲート２３、バイナリカウンタ２４、デコーダ２５及び２６、ＪＫフリップ
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フロップ２７、及び２入力のうち一方が負論理入力のアンドゲート２８を含む。このゲー
トスタートパルス制御回路２０は、図１に示すタイミングコントローラ１１ｂが生成した
ゲートスタートパルス信号ＧＳに基づいて、ゲートドライバ１２に供給するゲートスター
トパルス信号ＧＳＴを生成する。ゲートスタートパルス制御回路２０は、例えばタイミン
グコントローラ１１ｂの一部として設けられてよく、或いは制御回路１１とゲートドライ
バ１２との間に設けられてよく、或いはゲートドライバ１２内部に設けられてもよい。
【００１８】
　Ｄフリップフロップ２１は、表示データの１水平ライン期間を示すイネーブル信号ＥＮ
ＡＢを入力データとし、クロック信号ＣＬＫに同期して入力データを取り込むことにより
、イネーブル信号ＥＮＡＢを１クロック分遅延させた信号Ｓ１を生成する。Ｄフリップフ
ロップ２２は、信号Ｓ１を入力データとし、クロック信号ＣＬＫに同期して入力データを
取り込むことにより、信号Ｓ１を更に１クロック分遅延させる。アンドゲート２３は、Ｄ
フリップフロップ２１からの信号Ｓ１とＤフリップフロップ２２の反転出力／Ｑである信
号Ｓ２とのアンド演算を行い、その結果Ｓ３をバイナリカウンタ２４に供給する。このア
ンドゲート２３の出力Ｓ３は、表示データの１水平ライン期間の先頭から１クロック遅れ
たタイミングを示すパルス信号である。
【００１９】
　バイナリカウンタ２４は、アンドゲート２３の出力パルス信号Ｓ３をカウントし、カウ
ント値をデコーダ２５及び２６に供給する。デコーダ２５は、バイナリカウンタ２４から
のカウント値をデコードすることで、ｎ本の水平ラインから構成される１画面において３
番目の水平ラインのタイミングを示すパルス信号Ｓ４を出力する。デコーダ２６は、バイ
ナリカウンタ２４からのカウント値をデコードすることで、ｎ本の水平ラインから構成さ
れる１画面においてｎ番目の水平ラインのタイミングを示すパルス信号Ｓ５を出力する。
【００２０】
　ＪＫフリップフロップ２７は、信号Ｓ４によりセットされ、信号Ｓ５によりリセットさ
れる。これによりＪＫフリップフロップ２７は、一画面表示期間における３番目の水平ラ
インの開始タイミング（厳密には開始タイミングから１クロック遅れたタイミング）でＨ
ＩＧＨになり、一画面表示期間におけるｎ番目の水平ラインの開始タイミング（厳密には
開始タイミングから１クロック遅れたタイミング）でＬＯＷになるマスク信号Ｓ６を生成
する。このマスク信号Ｓ６がＨＩＧＨの間、アンドゲート２８によりゲートスタートパル
ス信号ＧＳをマスクすることで、ゲートスタートパルス信号ＧＳＴを生成する。
【００２１】
　図３及び図４は、図２のゲートスタートパルス制御回路２０の動作を説明するためのタ
イミング図である。
【００２２】
　図３に示すように、１水平ライン期間ＨＩＧＨになるイネーブル信号ＥＮＡＢを１クロ
ック遅らせることで信号Ｓ１が得られる。更に信号Ｓ１を１クロック遅らせた信号の反転
信号として、信号Ｓ２が得られる。信号Ｓ１と信号Ｓ２とのアンドを取ることにより、信
号Ｓ３が生成される。この信号Ｓ３は、各水平ラインの先頭から１クロック遅れたタイミ
ングでＨＩＧＨになるパルス信号である。
【００２３】
　図４において、最上段は各水平ラインの先頭から１クロック遅れたタイミングでＨＩＧ
Ｈになるパルス信号Ｓ３を示す。パルス信号Ｓ３には０乃至ｎ－１の番号が付けられてお
り、これら０乃至ｎ－１番目のｎ個のパルス信号Ｓ３に対応するｎ本の水平ラインにより
一画面が構成される。図４において矢印によりＡとして示される２つのパルス信号Ｓ３が
、図３の２つのパルス信号Ｓ３に対応する。パルス信号Ｓ３をカウントしそのカウント値
をデコードすることで、３番目（０番から数え始めた場合の２番）のパルスのタイミング
でＨＩＧＨになる信号Ｓ４及び、ｎ番目（０番から数え始めた場合のｎ－１番）のパルス
のタイミングでＨＩＧＨになる信号Ｓ５を生成する。マスク信号Ｓ６は、信号Ｓ４の立ち
上がりでＨＩＧＨになり、信号Ｓ５の立ち上がりでＬＯＷになる信号である。
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【００２４】
　このマスク信号Ｓ６がＨＩＧＨである期間、入力のゲートスタートパルス信号ＧＳをマ
スクすることで、出力のゲートスタートパルス信号ＧＳＴが生成される。マスク信号Ｓ６
によりマスクしているので、例えば矢印によりＢとして示すように、ゲートスタートパル
ス信号ＧＳに異常が生じて一画面表示期間内で複数のゲートスタートパルス信号が発生し
ても、ゲートスタートパルス信号ＧＳＴとして示されるように、正しく一画面１つのゲー
トスタートパルス信号が生成される。またゲートスタートパルス信号ＧＳのパルス幅が変
化しても、所定のタイミングで開始するマスク信号によるマスク処理により、ゲートスタ
ートパルス信号ＧＳＴは固定のパルス幅を有することになる。
【００２５】
　このように第１の実施例においては、水平ラインの数をカウントすることにより水平ラ
インを特定し、所定の水平ライン間のタイミングでゲートスタートパルス信号をマスクす
る。これにより、ゲートスタートパルス信号に異常が発生しても適切なゲートスタートパ
ルス信号をゲートドライバ１２に供給することが可能になる。
【００２６】
　なお上記例ではイネーブル信号ＥＮＡＢに基づいてマスク信号を生成したが、イネーブ
ル信号ＥＮＡＢではなく他の制御信号に基づいても同様にマスク信号を生成すことができ
る。このために用いる制御信号は、水平期間において所定回数アサートされる信号であれ
ばよく、例えば、駆動するゲートバスラインを１ラインずつシフトさせる前述のゲートク
ロック信号、或いはレジスタ内の表示データを内部ラッチにラッチするタイミングを指示
するラッチパルス信号等を用いてマスク信号を生成することができる。また上記説明では
、マスク信号は３番目の水平ラインとｎ番目の水平ラインとにより規定されたが、例えば
４番目とｎ－１番目の水平ラインにより規定してもよく、マスク効果の必要性を考慮に入
れながら適宜変更してよい。
【００２７】
　図５は、本発明によるゲートスタートパルス制御回路の第２の実施例の構成の一例を示
す図である。図５のゲートスタートパルス制御回路２０Ａは、ワンショットマルチバイブ
レータ３１、Ｄフリップフロップ３２、及び２入力のうち一方が負論理入力のアンドゲー
ト３３を含む。このゲートスタートパルス制御回路２０Ａは、図１に示すタイミングコン
トローラ１１ｂが生成したゲートスタートパルス信号ＧＳに基づいて、ゲートドライバ１
２に供給するゲートスタートパルス信号ＧＳＴを生成する。ゲートスタートパルス制御回
路２０Ａは、例えばタイミングコントローラ１１ｂの一部として設けられてよく、或いは
制御回路１１とゲートドライバ１２との間に設けられてよく、或いはゲートドライバ１２
内部に設けられてもよい。
【００２８】
　ワンショットマルチバイブレータ３１は、ワンショットマルチバイブレータ素子３１ａ
、容量Ｃｘ、及び抵抗Ｒｘを含む。適当な容量値及び抵抗値の容量Ｃｘ及び抵抗Ｒｘをワ
ンショットマルチバイブレータ素子３１ａに接続することで、ワンショットマルチバイブ
レータ３１は、容量値及び抵抗値により定まる時定数に応じた所定の期間ＨＩＧＨになる
パルスを、入力パルス信号に応答して生成する。図５の例では、ワンショットマルチバイ
ブレータ３１にはゲートスタートパルス信号ＧＳが入力されており、ゲートスタートパル
ス信号ＧＳの立ち上がりから所定の期間ＨＩＧＨであるパルス信号Ｓ１１を生成する。
【００２９】
　Ｄフリップフロップ３２は、ワンショットマルチバイブレータ３１の出力パルス信号Ｓ
１１をクロック信号ＣＬＫに同期して取り込むことで、１クロック分遅延したパルス信号
Ｓ１２を生成する。アンドゲート３３は、このパルス信号Ｓ１２をマスク信号として用い
ることで、入力ゲートスタートパルス信号ＧＳをマスクして出力ゲートスタートパルス信
号ＧＳＴを生成する。
【００３０】
　図６は、図５のゲートスタートパルス制御回路２０Ａの動作を説明するためのタイミン
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グ図である。
【００３１】
　図６に示すように、クロック信号ＣＬＫに同期してゲートスタートパルス信号ＧＳが入
力されると、これに応答して時定数Ｃｘ・Ｒｘに応じた期間ＨＩＧＨになるパルス信号Ｓ
１１が生成される。このパルス信号Ｓ１１は、ゲートスタートパルス信号ＧＳの立ち上が
りに応答して立ち上がるので、この信号をそのままマスク信号として用いることはできな
い。そこでパルス信号Ｓ１１をクロック信号ＣＬＫの１クロック分遅らせてパルス信号Ｓ
１２を生成し、このパルス信号Ｓ１２をマスク信号として用いる。即ち、ゲートスタート
パルス信号ＧＳを、マスク信号であるパルス信号Ｓ１２がＨＩＧＨである期間マスクする
（強制的にＬＯＷに設定する）ことにより、ゲートスタートパルス信号ＧＳＴをゲートド
ライバに供給する。
【００３２】
　例えば矢印によりＢとして示すように、ゲートスタートパルス信号ＧＳに異常が生じて
一画面表示期間内で複数のゲートスタートパルス信号が発生しても、ゲートスタートパル
ス信号ＧＳＴとして示されるように、正しく一画面１つのゲートスタートパルス信号が生
成される。またゲートスタートパルス信号ＧＳのパルス幅が変化しても、所定のタイミン
グで開始するマスク信号によるマスク処理により、ゲートスタートパルス信号ＧＳＴは固
定のパルス幅を有することになる。
【００３３】
　この際、マスク期間を規定するワンショットマルチバイブレータ３１のパルス出力期間
は、例えば一画面の表示期間の半分より若干長い程度としてよい。一画面の表示期間ぎり
ぎりに設定してもよいが、本実施例の構成では図６で矢印によりＢとして示すような異常
ゲートスタートパルス信号にも応答してワンショットマルチバイブレータ３１がパルス信
号を生成するので、異常信号から少なくとも一画面の表示期間は正常な液晶表示が行えな
いことになる。従って、パルス幅を一画面の表示期間より短く設定することで、正常な表
示までの回復時間を短くすることができる。また一画面の表示期間の半分より若干長い程
度に設定しておけば、異常が発生しても最悪でも一画面に２つのゲートスタートパルス信
号が存在するだけであるので、電源回路やゲートドライバ１２にそれ程の負荷はかからな
いと考えられる。
【００３４】
　また図１に示すようにゲートドライバ１２には、複数のゲートドライバ回路１２ａが設
けられ、個々のゲートドライバ回路１２ａがそれぞれの担当分の所定本数のゲートライン
ＧＬを駆動する。複数のゲートドライバ回路１２ａを直列接続することにより、ゲートク
ロック信号に同期して駆動ゲートラインを順次縦方向に走査していく際のシフト動作が、
ある段のゲートドライバ回路１２ａから次段のゲートドライバ回路１２ａに順次伝播して
いく。従って、個々のゲートドライバ回路１２ａの動作に着目した場合には、個々のゲー
トドライバ回路１２ａがそれぞれの担当分のゲートラインＧＬを駆動している間さえ、異
常なゲートスタートパルス信号が発生しなければよいことになる。従ってこの場合、ワン
ショットマルチバイブレータ３１の発生するパルス信号のパルス幅は、１つのゲートドラ
イバ回路１２ａが担当する本数のゲートラインＧＬを走査するに要する時間間隔に基づい
て設定してもよい。
【００３５】
　このように第２の実施例においては、所定の固定期間ＨＩＧＨになるパルス信号を生成
し、この信号に基づいてゲートスタートパルス信号をマスクする。これにより、ゲートス
タートパルス信号に異常が発生しても適切なゲートスタートパルス信号をゲートドライバ
１２に供給することが可能になる。
【００３６】
　図７は、本発明によるゲートスタートパルス制御回路の第３の実施例の構成の一例を示
す図である。図７の構成は、図２に示す第１の実施例の構成と図５に示す第２の実施例の
構成とを組み合わせたものである。図７において、図２及び図５と同一の構成要素は同一
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の参照番号で参照する。
【００３７】
　図７のゲートスタートパルス制御回路２０Ｃは、Ｄフリップフロップ２１及び２２、ア
ンドゲート２３、バイナリカウンタ２４、デコーダ２５及び２６、ＪＫフリップフロップ
２７、ワンショットマルチバイブレータ３１、Ｄフリップフロップ３２、及び３入力のう
ち２つが負論理入力のアンドゲート３３を含む。図５の第２の実施例の構成では、ワンシ
ョットマルチバイブレータ３１の入力はゲートスタートパルス信号ＧＳであったが、図７
の第３の実施例においては、ワンショットマルチバイブレータ３１の入力はデコーダ２５
の出力に接続されている。このような構成とすることで、デコーダ２５が特定する所定の
水平ライン位置から、ワンショットマルチバイブレータ３１が規定する所定の期間ＨＩＧ
Ｈになるマスク信号Ｓ１２を生成して、ゲートスタートパルス信号ＧＳをマスクすること
が可能となる。またバイナリカウンタ２４とデコーダ２５及び２６とで水平ラインの数を
カウントして水平ラインを特定し、所定の水平ラインに対してＨＩＧＨになるマスク信号
Ｓ６を生成してゲートスタートパルス信号ＧＳをマスクすることについては、第１の実施
例と同様である。
【００３８】
　このように第３の実施例では、第１の実施例と第２の実施例とを併用することにより、
一方によるマスク動作が失敗した場合であっても他方によるマスク動作によりゲートスタ
ートパルス信号ＧＳを処理することが可能となる。これにより、種々のタイプの誤動作に
対して適切に対処することができるようになり、より信頼性のある動作を実現することが
できる。
【００３９】
　図８及び図９は、図７のゲートスタートパルス制御回路２０Ｃの動作を説明するための
タイミング図である。このタイミング図は、一例として、第１の実施例のカウント値に基
づいたマスク動作が失敗する場合について説明している。
【００４０】
　図８は、１水平ラインの期間ＨＩＧＨである筈のイネーブル信号ＥＮＡＢが、異常によ
りＬＯＷに変化してＨＩＧＨに戻る変化を１水平ラインの期間のうちに複数回繰り返して
いる様子を示す。イネーブル信号ＥＮＡＢが正常であり１水平ライン期間ＨＩＧＨを維持
する場合には、信号Ｓ１乃至Ｓ３は図３に示すような信号波形となるが、図８においては
イネーブル信号ＥＮＡＢの異常により全く異なった信号波形となっている。イネーブル信
号ＥＮＡＢを１クロック遅らせることで信号Ｓ１が得られる。更に信号Ｓ１を１クロック
遅らせた信号の反転信号として、信号Ｓ２が得られる。信号Ｓ１と信号Ｓ２とのアンドを
取ることにより、信号Ｓ３が生成される。この信号Ｓ３は、本来は各水平ラインの先頭か
ら１クロック遅れたタイミングでＨＩＧＨになるパルス信号であるが、図８においては１
つの水平ラインにおいて複数回ＨＩＧＨになっている。
【００４１】
　図９の最上段に、本来は各水平ラインの先頭から１クロック遅れたタイミングでＨＩＧ
Ｈになるパルス信号Ｓ３を示す。一画面に対応するパルス信号Ｓ３の数はｎであり、本来
は０番からｎ－１番のパルスのみが存在する筈である。しかし図９に示す例においては、
図８に示すようなイネーブル信号ＥＮＡＢの異常により、０番からｎ＋ａ番までのｎ＋ａ
＋１個のパルス信号が発生している。
【００４２】
　パルス信号Ｓ３をカウントしそのカウント値をデコードすることで、３番目（０番から
数え始めた場合の２番）のパルスのタイミングでＨＩＧＨになる信号Ｓ４及び、ｎ－１番
目（０番から数え始めた場合のｎ－２番）のパルスのタイミングでＨＩＧＨになる信号Ｓ
５を生成する。マスク信号Ｓ６は、信号Ｓ４の立ち上がりでＨＩＧＨになり、信号Ｓ５の
立ち上がりでＬＯＷになる信号である。
【００４３】
　このマスク信号Ｓ６がＨＩＧＨである期間、入力のゲートスタートパルス信号ＧＳをマ
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スクする。このマスク処理が第１の実施例のマスク処理に相当する。図９に示した例の場
合、イネーブル信号ＥＮＡＢの異常により、信号Ｓ３には正常でない余計なパルスが発生
している。これらのパルスの存在のために、ｎ＋ａ番のパルス信号Ｓ３で一画面のゲート
ライン駆動が終了する前に、ｎ－２番のパルス信号Ｓ３のタイミングでマスク信号Ｓ６が
終了してしまう。従って、このマスク信号Ｓ６だけを用いたのでは、矢印によりＡとして
示す異常なゲートスタートパルス信号ＧＳをマスクすることはできても、矢印によりＢと
して示す異常なゲートスタートパルス信号ＧＳについてはマスクすることができない。
【００４４】
　第３の実施例の構成では、信号Ｓ３の３番目のパルスのタイミングでＨＩＧＨになる信
号Ｓ４に応答して立ち上がり、時定数Ｃｘ・Ｒｘに応じた期間ＨＩＧＨを維持するパルス
信号Ｓ１１が生成される。このパルス信号Ｓ１１をクロック信号ＣＬＫの１クロック分遅
らせてパルス信号Ｓ１２を生成し、このパルス信号Ｓ１２を更なるマスク信号として用い
ている。即ち、ゲートスタートパルス信号ＧＳに対して、第１のマスク信号Ｓ６だけでな
く、第２のマスク信号Ｓ１２も併用してマスク処理を実行する。この第２のマスク信号Ｓ
１２によるマスク処理により、矢印によりＢとして示す異常なゲートスタートパルス信号
ＧＳをマスクすることが可能となる。この結果、ゲートスタートパルス信号ＧＳＴとして
示すように、一画面中に正しく１つだけ発生するゲートスタートパルス信号を出力するこ
とができる。
【００４５】
　以上、本発明を実施例に基づいて説明したが、本発明は上記実施例に限定されるもので
はなく、特許請求の範囲に記載の範囲内で様々な変形が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】従来の液晶表示装置の構成を示す図である。
【図２】本発明によるゲートスタートパルス制御回路の第１の実施例の構成の一例を示す
図である。
【図３】図２のゲートスタートパルス制御回路の動作を説明するためのタイミング図であ
る。
【図４】図２のゲートスタートパルス制御回路の動作を説明するためのタイミング図であ
る。
【図５】本発明によるゲートスタートパルス制御回路の第２の実施例の構成の一例を示す
図である。
【図６】図５のゲートスタートパルス制御回路の動作を説明するためのタイミング図であ
る。
【図７】本発明によるゲートスタートパルス制御回路の第３の実施例の構成の一例を示す
図である。
【図８】図７のゲートスタートパルス制御回路の動作を説明するためのタイミング図であ
る。
【図９】図７のゲートスタートパルス制御回路の動作を説明するためのタイミング図であ
る。
【符号の説明】
【００４７】
１０　ＬＣＤパネル
１１　制御回路
１２　ゲートドライバ
１３　データドライバ
１４　インバータ回路
１５　バックライト
２１、２２　Ｄフリップフロップ
２３　アンドゲート
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２４　バイナリカウンタ
２５、２６　デコーダ
２７　ＪＫフリップフロップ
２８　アンドゲート
３１　ワンショットマルチバイブレータ
３２　Ｄフリップフロップ
３３　アンドゲート

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种液晶显示装置，其中当栅极起始脉冲发生异常
时，防止电源和电路成为过载状态。 ŽSOLUTION：液晶显示装置包
括：多个像素排列的像素，每个像素具有晶体管;多个栅极总线，共同连
接到排成一行的晶体管的栅极端;多条数据总线共同连接到排列成一列的
晶体管的沟道端;栅极驱动器，用于顺序驱动多条栅极总线;以及定时控制
电路，其在开始顺序驱动多条栅极总线的定时信号被提供给栅极驱动器
之后，在预定时段中屏蔽定时信号。 Ž
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